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学習目標と狙い

地理的環境から各国の行動様式を学ぶ。
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各国がどうして対立するのか、緊密化するのか、地政学の視点から各国をとられることができ、教養的要素の深い内容でとてもよかったです。

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

第1回 地政学の考え方
第2回 ランドパワーとシーパワー
第3回 アメリカと中国
第4回 朝鮮半島
第5回 ロシアと中国
第6回 ロシアとウクライナ
第7回 EUとイギリス
第8回 サウジアラビアとイラン
第9回 トルコとシリア
第10回 イスラエル
第11回 インド
第12回 日本

【概要】
国と国との関係を論ずるには、常に理想と現実が伴います。例えば、国交は友好が第
一で、貿易依存度が高い国との間で人の往来は妨げるべきではないという論がある一
方、感染症が世界的に拡がると大多数の国が国境封鎖に踏み切っています。人間は本
能で自分の生命を守ろうとします。人間の集団である国家もまた同様です。国は引っ
越すことができません。そして隣人も選べません。理想主義だけで現実を変えること
はできません。現実を認めたうえで対処法を考えるのがリアリズムです。地政学はこ
のリアリズムに基づく国際関係論の考え方です。
本講座では、地理的環境から国の行動様式を解説します。


